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本 シ ン ポ ジ ウ ム の 目 的 

  今なお社会に根強く残っているハンセン病元患者やその家族に対する偏見・差別を解

消するためには、ハンセン病問題に関する正しい知識を持ち、ハンセン病元患者やその

家族がおかれている現実を理解し、それを次世代へも継承していくことが必要です。 

 偏見・差別の解消に向けて、当事者の方々の思い、ハンセン病問題を深く関わってこ

られた方々の声を聴き、親子で考えていくためのシンポジウムを開催します。 
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タイムスケジュール 

 

13：30～13：35 ● 開会～主催者挨拶 （5分） 

 

13：35～14：00 ● 基調講演（２５分） 

           「ハンセン病問題について考える」 

 坂元茂樹（公益財団法人人権教育啓発推進センター理事長） 

 

14：00～14：10 ● 人権啓発ビデオの上映「ハンセン病問題を知る」（7分） 

14：10～15：55 ● パネルディスカッション（１０５分） 

○ 森  和男（全国ハンセン病療養所入所者協議会会長・大島 

青松園入所者自治会会長）          

     

○ 竪山 勲（ハンセン病違憲国家賠償訴訟全国原告団協議会 

事務局長） 

 

○ 黄 光 男（ハンセン病家族訴訟原告団副団長）  

    

○ 潮谷義子（社会福祉法人慈愛園理事長・前熊本県知事）     
 

          ※ コーディネーター 

内田 博文（全国人権擁護委員連合会会長） 

 

1６：０0      ● 閉会  
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基調講演者のプロフィール・レジュメ 
 

 

 

坂元 茂樹 （さかもと・しげき） 

 
公益財団法人人権教育啓発推進センター理事長 
同志社大学教授 
神戸大学名誉教授 
元国連人権理事会諮問委員会（ハンセン病患者・回復者 
及びその家族に対する差別撤廃のための原則とガイドラ 
インの作成者） 

 

【略歴】 

昭和 53年 4月～昭和 54年 3月 琉球大学法学部助手 

昭和 54年 4月～昭和 58年 3月 琉球大学法学部講師 

昭和 58年 4月～平成 3年 3月 琉球大学法学部助教授 

平成 3年 4月～平成 15年 3月 関西大学法学部教授 

平成 13年 4月～平成 15年 3月 国際交流センター所長 

平成 15年 4月～平成 25年9月 神戸大学大学院法学研究所教授 

平成 25年 10月～        同志社大学法学部教授 

平成 20年 6月  「ハンセン病差別撤廃決議」に基づき、人権理事会諮問委員会において、  

ハンセン病差別撤廃を目的とする原則とガイドライン（P＆G）の作成を担

当 

令和元月７月〜          公益財団法人人権教育啓発推進センター理事長 

 

【学会・社会等の活動】 

平成 11年～平成 12年   みなみまぐろ国際仲裁裁判事件（豪州・NZ対日本）日本政府顧問 

平成 15年～平成 21年   国際人権法学会理事 

平成 18年～平成 21年   同理事長 

平成 14年～平成２９年      世界法学会理事 

平成 19年～平成 24年   国家公務員Ⅰ種・総合職試験委員（法律職） 

平成 20年～平成 25年9月  国連人権理事会諮問委員会委員 

平成 21年～平成 23年   アジア国際法学会日本協会代表理事 

平成 21年～現在      日本海洋法研究会会長 

平成 24年～現在      日本海洋政策学会理事 

平成 26年～平成２８年      一般財団法人国際法学会代表理事 

平成 30年～令和 2年       司法試験考査委員 

令和 2年～現在          日本海洋政策学会会長 

 

【主な著書・論文】 

「法科大学院ケースブック国際人権法」（共著・日本評論社 平成１８年） 

「講座国際人権法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」（共編著・信山社 平成１８年・平成 23年） 

「条約法の理論と実際」（単著・東信堂 平成 16年） 

「ブリッジブック国際人権法（第 2版）」（共著・信山社 平成 29年） 

「人権条約の解釈と適用」（単著・信山社 平成２９年） 

「日本の海洋政策と海洋法」（単著・信山社 平成 30年） 

「侮ってはならない中国-いま日本の海で何が起きているのか」（単著・信山社 令和 2年） 
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パネルディスカッション／パネリスト 

 

 

 

 

森 和男 （もり・かずお） 

 
全国ハンセン病療養所入所者協議会会長 
国立療養所大島青松園入所者自治会会長 

 

 

 

 

 

【略歴】 

昭和 15年 6月 16日 徳島県鳴門市生まれ。 

昭和 24年 11月    国立療養所大島青松園に姉と二人で入所 
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ハンセン病差別の歴史 
 
1 発病と入所 

1949(昭和 24)年 11月 国立療養所大島青松園に姉と二人で保健所からの入所勧奨 
を受け、9才で入所。入所と同時に新薬プロミンの治療を始める。 

 
2 予防法と患者 

らい予防法によって、ひとたびハンセン病患者と診断されたものは一人も漏らさず収容
され(強制隔離)、収容期限も定めず収容し、そこに閉じ込めて出すことを予定しなかった
(終生隔離)。そして患者とされたものがその中で一人残らず死に絶えるのを待つ病み棄て
であった(絶滅政策)。 
戦前から戦後に継続して行われた「無らい県運動」によって患者の収容を推し進め、強
制作業、懲罰、断種、堕胎まで行い入所者に想像を絶する苦難を強いた。無らい県運動が
偏見・差別を煽り、より一層患者を悲惨な境遇に追い込んだ。ハンセン病の偏見・差別が
作出・助長された由縁といえる。 

療養所は異常で異様の施設であり、人間としての尊厳、人間として生きること(生存権)さ
え奪われ過酷な生活を強いられ、平穏な日常生活が失われた場所であった。 

 
3 予防法存続・廃止 

特効薬プロミンの登場によって治癒しうる病気になったにもかかわらず、国が強制隔 
離政策を維持し、隔離を正当化する予防法を改正し放置したことであり、怠慢と言われ 
ても仕方がない。そのために国民の間に「ハンセン病の恐怖」を定着させ、患者とその 
家族に対する偏見・差別を助長した。 

 
4 ハンセン病国賠訴訟とハンセン病家族訴訟勝訴 

2001年国賠訴訟において原告患者が勝訴し長い間人権侵害の状態が続き、無念の思 
いであったが晴ればれとした気持ちになった。また 2019年ハンセン病家族訴訟におい 
ても勝訴し、安倍総理大臣談話で判決が確定した。私たち回復者と家族が抱える問題の 
全面解決に向けて大きな力となることと思う。今、ハンセン病回復者やその家族が長き 
に渡って置かれて来た境遇を踏まえた人権啓発、人権教育などの普及・啓発活動に取り 
組むことが求められる。 

 
5 ハンセン病に対する偏見・差別の一掃が私たちの悲願 

ハンセン病に対する偏見・差別の状況は熊本地裁判決後起こった黒川温泉入浴拒否事 
件にみられるように根深く容易に変わらない。新型コロナウイルス感染の脅威が迫る中, 
感染し症状が出た人に対し、不安や恐怖のため差別的言動がなされ、医療従事者やその 
家族に対してまで誹謗・中傷が相次いで起こっている。このような不当な差別はハンセ 
ン病回復者家族への偏見・差別と相似するところがあり、怖い恐ろしい病気として排除、 
村八分を行った社会の意識が根深く残っているような感がする。感染者やコロナと闘っ 
ているものをただ攻撃するのではなく人として気遣いの気持ちを持って欲しい。 
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パネルディスカッション／パネリスト 

 

 

竪山 勲 （たてやま・いさお） 

 

ハンセン病違憲国家賠償訴訟全国原告団協議会事務局長 
 

 

 

【略歴】 

昭和 23年 11月 28日 伊佐市大口で、竪山家の第 5 子として生まれる。 

昭和 37年9月 5日 国立らい療養所星塚敬愛園に強制入所。 

昭和 39年 4月  国立療養所長島愛生園に転園 

昭和 42年 出身園である敬愛園に転入所し、その後、敬愛園自治会活動を続ける。 

平成 8年 4月 1日 1996年の「らい予防法」廃止に関する諸問題に対し、個人として活動を始める。 

平成 8年 5月 MBCTV「どーんと鹿児島」星塚人間回復の声～らい予防法廃止が問いかけるもの等

に出演。 

その後、TV(筑紫哲也)二ユース 23 を始め、TV・新聞・ラジオ・雑誌等に出演。 

平成 10年 7月 31日  熊本地裁に「らい予防法」違憲国賠訴訟を提起。 

 原告 13名(第一次)原告団を結成し西日本原告団事務局長を努める。 

平成 13年 4月 14日 全国原告団協議会設立。副会長。 

平成 13年 5月 11日 判決。原告が完全勝訴し、同年 5月 23日、政府控訴断念、熊本地裁判決が確定。 

平成 16年 5月 26日 国立療養所星塚敬愛園退所。社会復帰。 

 

【社会活動】 

ハンセン病違憲国賠訴訟全国原告団協議会事務局長 

ハンセン病問題対策協議会・全国統一交渉団 

ハンセン病問題に関する検証会議の提言に基づく再発防止検討会委員 

全国退所者連絡会(全退連)相談役 

ハンセン病家族訴訟原告団 顧問 

らい予防法違憲国家賠償請求訴訟西日本原告団事務局長。 

鹿児島県ハンセン病療養所退所者の会代表 

NPO法人「共に歩む会」理事 

前ハンセン病違憲国賠訴訟全国原告団協議会副会長 

元国立療養所星塚敬愛園自治会副会長等 

その他、「再発防止検討会」の委員等、国設置の委員会の委員を複数務めている。 

1998年より講演活動を始め、講演回数 1000回以上。 

現在、ハンセン病問題の全面解決へ向けて国との交渉の任にあたる。 

 

【絵本】 

「時の響きて」・・絵本のモデル。福安かずこ原作、天台宗より出版。天台宗人権啓発公開講座をはじめ、各種研

修会で利用。 

 

【歌】 

「時の響きて」・・歌のモデル。北九州在住の人権バンド、願児我楽夢（がんじがらめ）が作詞作曲。 
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パネルディスカッション／パネリスト 

 

 

 

黄 光 男 （ファン・グァンナム） 

 

ハンセン病家族訴訟原告団副団長 

 

 

 

 

 

【略歴】 

昭和 30年 大阪府吹田市で在日朝鮮人二世として生まれる。 

1歳の時、母親と姉がハンセン病を発病、岡山の療養所に入所し、本人は岡山市内の福祉施

設で育つ。 

昭和 39年 家族 5 人が社会復帰し、尼崎で暮らす。 

昭和 49年 尼崎市職員に採用。現職：開発指導課職員。 

  ハンセン病の親のことを長く語らなかった。 

平成 28年 2月 「ハンセン病家族の集団訴訟」の原告団副団長となる。 

  尼崎市在住。  
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パネルディスカッション／パネリスト 

 

 

 

潮谷義子 （しおたに・よしこ） 
 

社会福祉法人慈愛園理事長・前熊本県知事 

 

 

 

 

 

【略歴】 

地方公務員を皮切りに、社会福祉法人勤務、熊本県副知事、知事を経て私立大学学長、日本社会事業大学理事

長を務め、現在社会福祉法人慈愛園理事長として就任。 

この間、私の理念は「社会の構成員として位置づけられながらも人権侵害、人間としての尊厳を犯され、排除

される人々の存在から目をそむけない」。このためにユニバーサルデザインを柱として歩むことにあった。 

 未熟な私を公益財団法人、一般財団法人、社会福祉法人や厚生労働省、国立障害者リハビリテーションセンタ

ー、全国社会福祉協議会、国立大学法人、私立大学法人等の組織で役割を担う機会が与えられたことと共に、今

も尚、障がいのある人々とのボランティア活動を展開できることに感謝している。 

 尚、主な論文出版としては、「ケアとユニバーサルデザイン ユニバーサルデザインで地域共生社会を目指す」

（ミネルヴァ出版・第５章）、「心の誕生（心を考える１幼児期）」（日本基督教団出版局）、「潮谷義子聞き書き 命

を愛する 人は生きているだけで価値がある」（西日本新聞社）、「医療・福祉・人権を考える集い  潮谷総一郎生

誕100周年の節目に」（アイキャッチ出版） 
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Ⅰ．誰ひとり取り残さない地域社会をめざす 

  １．ＳＤＧｓ（エスディージーズ、Sustainable Development Goals） 

    （訳）持続可能な開発目標・・・地球上のすべての人々が幸せに暮らすことをめざした世界 

共通の目標 

       ２０１５年９月、国連加盟国の１５０ヶ国以上の加盟国が全会一致で採択した 

       スローガン「誰１人取りのこさない」 

 

  ２．取りのこされた人々・・・社会の構成員と位置づけられながら、こぼれ落ちた人々 

              患 者 

     ハンセン病    元患者 

              家 族 

       

※新型コロナ感染症津久井やまゆり園 

 

Ⅱ．ハンセン病（年表参照）問題 

  １．予防法の長い歴史・・・１９０７年に始まり、１９９６年廃止 

・入所規定はあっても退所規定はない 

・隔離政策・・・偏見、差別、人権侵害 

・出自を語れない・・・自己存在の否定、家族関係の断絶 

・マイナスイメージの例・・・行政 

教育現場 

医療従事者 

マスコミ 

家族 

  ２．国賠訴訟 

    ・熊本地裁へ提訴・・・１９９８年７月  

    ・原告勝訴   ・・・２００１年    

 

Ⅲ．宿泊拒否 

  １．経過 

   （１）ハンセン病療養所患者・元患者の人々を対象 

       ・里帰り事業（１９６５年に始まる 

→２００２年ふるさと訪問事業に名称変更） 

 ２００２年 天草下田温泉 １泊２日実施 

 ２００３年 ◦１１月１８・１９日 黒川温泉に予定 

       ◦南小国のホテルに予約・・・９月中旬 

       ◦１１月７日 ハンセン病元患者が宿泊予定者と状況説明 

       ◦１１月１３日 ホテル側から宿泊受入れ取消し通知 

               （理由）他のお客に迷惑 

       ◦南小国町長、黒川観光温泉組合長、県でホテル側に理解を求める 

       ◦ホテル所有者に理解を求めるため県職員を東京に派遣 

 

   （２）知事定例記者会見・・・２００３年１１月１８日 

      ・１１月１７日夜・・・人権問題としてホテルの宿泊拒否を記者会見で出すことの了承を

当時の菊池恵楓園自治会長に求める 

 

       ・県としての会見に自分の立場としては 

口を入れることはしない 

        ただ、その後の社会の反応、余波が心配 

 

 

 

 

 

32



 

 

・記者会見後 

  法務省、法務局に事態説明。 

  １１月１８日～２０日まで熊本法務局人権擁護課は刑事告発の準備をし検察庁と

共に人権侵害を明らかにした 

 

   （３）反響の大きさ 

      ・あらためて、根深い差別、偏見の根の深さを知る 

       数々の批判、非難と嘲笑があった 

       例えば・・・ 

 

   （４）啓発の在り方を考える 

      ・客観性 

      ・２００８年１１月から２００９年１月まで県立大学を中心に 

合志市住民調査 

      テーマ「菊池恵楓園と合志市の将来を考える市民意識調査」 

      （結果）客体数 ３２８５ 回収率 ３７．８％ 

          ◦恵楓園があることを知らない       

          ◦場所を知らない             ７７．５％ 

          ◦場所は知っていても中の事は知らない   

   ・どんな印象を持っているか 

     ・治っても住まざるを得ない   ６０．２％ 

     ・今も治療中の人々       ４７．９％ 

     ・出入りは自由か否かわからない ３３．９％ 

 ※２０才代～４９才の社会の舵とりをする年齢層の関心が低い 

 

一過性の啓発でなくあらゆる機会での啓発 

 

※地域社会、医師、教育者、福祉、保健、医療従事者 

※最も身近な人間関係の与える影響の大きさ 

正しい知識と共に人間としての情愛の深さや絆づくりを親と子で共有して欲しい 

（私）新渡戸稲造の生き方に学ぶこと大 

   「to know」・・・知ること 「to do」 何を為したか・行動したか 

   「to be」存在する者として・・・人格 
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コーディネーター 

 

 

 

内田 博文 （うちだ・ひろふみ） 
 

全国人権擁護委員連合会会長、九州大学名誉教授、 
元ハンセン病問題検証会議の提言に基づく再発防止検討 
会座長代理 

 

 

 

【略歴】 

昭和２１年９月  大阪府で生まれる。 

昭和４６年４月  愛媛大学法文学部助手（刑法） 

昭和４８年４月  愛媛大学法文学部専任講師（刑法） 

昭和５０年４月  神戸学院大学法学部専任講師（刑法） 

昭和５２年４月  神戸学院大学助教授（刑法） 

昭和６２年４月  神戸学院大学教授（刑法） 

昭和６３年４月  九州大学法学部教授 

平成２２年３月  九州大学法学部定年退職。（九州大学名誉教授） 

平成２２年４月  神戸学院大学法科大学院教授 

平成２７年４月  神戸学院大学法学部教授 

平成２９年３月  神戸学院大学定年退職 

平成２９年４月以降 神戸学院大学法学部非常勤講師 

   現在、九州大学名誉教授、神戸学院大学法学部非常勤講師。 

 

○専門 

 刑事法学、近代刑法史研究。人権問題にも詳しく、患者の権利擁護を中心とする医療基本法や、差別禁止法

の法制化の問題のほか、子どもの権利問題、ハンセン病問題などにも取り組んでいる。 

○全国人権擁護委員連合会会長。 

○社会講演活動（ハンセン病関係） 

ハンセン病問題に関する検証会議副座長を務めた。ハンセン病問題に関する検証会議の提言に基づく再発防

止検討会座長代理。ハンセン病市民学会共同代表。熊本県ハンセン病問題啓発推進員会委員長その他。 

○著書等 

最近の主な著書として、『刑法と戦争』（みすず書房、２０１５年）、『治安維持法の教訓——権利運動の制限

と憲法改正』（みすず書房、２０１６年）、『治安維持法と共謀罪』（岩波新書、２０１７年) 、『法に触れた少年

の未来のために』（みすず書房、２０１８年）、『部落差別解消推進法「よりよい活用のために」』（福岡県人権

研究所、２０１８年）など。 
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動画共有サイトYouTube（ユーチューブ） の 「人権チャンネル」と「法務省チャンネル」

では、人権について理解していただくための映像を公開しています。

[ YouTubeでの人権啓発関連映像の配信について ]

STOP！コロナ差別メッセージ

白本彩奈さん（女優）

STOP！コロナ差別メッセージ

ピコ太郎さん（シンガーソングライター）

STOP！コロナ差別～差別や偏見を思いやりやエールに！～

人権チャンネル

https://www.youtube.com/jinkenchannel

http://www.jinken-library.jp/corona2020/

アクセスは

こちらでも
⇓

[「STOP！コロナ差別」座談会の内容公開について ]

「コロナ差別」が生まれるメカニズムを多様な観点から考察するとともに、社会や人々が

どう立ち向かうべきか、座談会を行いました。広く内容を公開しています。

法務省チャンネル

https://www.youtube.com/MOJchannel

【STOP！コロナ差別】
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人権ライブラリーでは、およそ15,000冊の国内外の人権

関連図書を始め、映像資料（DVD、VHS）、紙芝居、展

示用パネル、全国の地方公共団体が発行する啓発資料など

を所蔵し、閲覧・貸出しを行っています。

これらの啓発資料は、郵送等による貸出しを行っており、

遠方の方も御利用いただけます。

人権ライブラリー

http://www.jinken-library.jp

東京都港区芝大門2-10-12 KDX芝大門ビル4F
TEL 03-5777-1919 / FAX 03-5777-1954

Eメール library@jinken.or.jp

※ 公益財団法人人権教育啓発推進センター・併設

[ 人権ライブラリーの御案内 ]
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令和２年度法務省委託

ハンセン病問題に関する「親と子のシンポジウム」
--------------------------------------------------------------------------

公益財団法人人権教育啓発推進センター

「ハンセン病問題に関する『親と子のシンポジウム』」事務局

〒105-0012 東京都港区芝大門2-10-12 KDX芝大門ビル4F
TEL 03-5777-1802（代表） ／ FAX 03-5777-1803

ウェブサイト http://www.jinken.or.jp

--------------------------------------------------------------------------

YouTube 「人権チャンネル」 https://www.youtube.com/jinkenchannel
YouTube 「法務省チャンネル」 https://www.youtube.com/MOJchannel

--------------------------------------------------------------------------

人権ライブラリー http://www.jinken-library.jp

※ 人権教育啓発推進センター併設

--------------------------------------------------------------------------

法務省人権擁護局 http://www.moj.go.jp/JINKEN/

--------------------------------------------------------------------------

法務省人権擁護局で検索！

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君
人ＫＥＮあゆみちゃん

人権イメージキャラクター人KENまもる君と人KENあゆみちゃんは、漫画家
やなせたかしさんのデザインにより誕生しました。２人とも、前髪が「人」

の文字、胸に「KEN」のロゴで、「人権」を表しています。人権が尊重され
る社会の実現に向けて、全国各地の人権啓発活動で活躍しています。

@Jinken_Center

みんなの⼈権１１０番（ ０５７０－００３－１１０
⼥性の⼈権ホットライン （ ０５７０－０７０－８１０
⼦どもの⼈権１１０番（ ０１２０－００７－１１０
外国語⼈権相談ダイヤル ０５７０－０９０－９１１

人権を侵害されていると感じたら・・・
法務局・地方法務局、その支局に気軽に御相談ください




